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あけけましておめでとうございます

昨年はコロナに明け暮れた１年でしたが、今年中にはワク

チンが実用化され終息にむかうことを切に願っております。

私が当院に赴任してもうすぐ２年が経とうとしています。

専門は脊椎ですが当院では坂本先生が多数の膝の手術をさ

れているため、頚椎や腰椎の患者さんで手術が必要な時は

私が長年勤めていた熊本中央病院に紹介しています。

熊本中央病院は県内随一の年間５００例以上の脊椎手術を

行っており、後輩の脊椎専門医が３人在籍していて安心で

す。昨年も２０人以上の患者さんの手術をしていただき２

週間後には当院に転院してリハビリを行い皆さん元気にお

家に帰られました。首、腰が痛い、手足がしびれたり力が

入りにくい、脚が痛くて長く歩けないなどの症状がある方

はお気軽にご相談下さい。

令和３年１月～診療内容が一部変更になります。

明けましておめでとうございます。とは言いまして

もおめでとうという言葉に戸惑うくらい昨年は世界中

が新型コロナで大変な苦労を強いられる１年でした。

未だに収束の目途すらつかず、２１世紀の人類が直面

する最も大きな危機のひとつといえるのではないで

しょうか。せっかくのお正月も外出を控え自宅でおと

なしく過ごされた方も多いと思います。早くワクチン

が普及して普通の生活に戻れる日が来ることを強く望

みます。当院も当初から院内感染対策に努め、幸い職

員、入院患者さんいずれも感染者を出さずに済みまし

たが、今年も気を緩めず当分はこの感染予防対策を続

けていく方針です。患者さんの皆様には検温、マスク

装着、面会、外出禁止等の幾多のご不便をおかけしま

すがご理解の上ご協力のほどよろしくお願い申し上げ

ます。こうした状況下でも私の専門領域である人工膝

関節手術は昨年は１４４例、膝の骨切り術は１７例と

一昨年を大幅に上回り、長年膝痛に悩んでおられる患

者さんのために一層手技に磨きをかけていく所存です

ので本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

明けましておめでとうございます。

内科担当の副院長の山口です。内科全般の疾患に

対処しています。高血圧、高脂血症、糖尿病、慢性

腎臓病、Ｃ型・Ｂ型肝炎、肝硬変、消化器がん、胆

嚢結石症、胃・十二指腸潰瘍、急性肺炎、甲状腺疾

患、各種の貧血症、心不全、狭心症、不整脈など疾

患は多岐にわたり、状況によっては、済生会・熊本

中央・国立・地域医療センターなど、各病院の親し

くさせて頂いている専門医に相談し素早く紹介して

います。また食欲不振、胃腸炎やかぜの後など体調

がすぐれず一時入院が必要な方にも対処します。

胃・大腸内視鏡も昨年よりさらに増加しました.

胃内視鏡２６０名、大腸内視鏡７６名行いました。

胃内視鏡による胃がん検診も無料（70歳以上偶数年

齢）や本人負担を少なく（50歳以上偶数年齢）でき

ることから多数受けられました。特定検診を含めて

種々の内科疾患など何でもどうぞお気軽にご相談く

ださい。


